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東
日
本
大
震
災　

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

古
賀
市
と
し
て
６
０
０
万
円
の
義
援
金
決
定
（
３
月
17
日
）

　

議
員
互
助
会
か
ら
30
万
円
の
義
援
金
。（
写
真
左
下
）

　

東
日
本
大
震
災
支
援
対
策
本
部
を
設
置
（
４
月
１
日
）
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平
成
23
年
度
か
ら
10
年
間
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
が
先
送
り

と
な
り
、
今
回
の
予
算
に
審
議
会

経
費
、
印
刷
製
本
費
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
23
年
度
中
に
策
定

第
４
次
総
合
振
興
計
画
策
定 

２
９
６
万
１
千
円

　
　
　

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
定

す
る
に
は
今
年
の
12
月
議
会
に
上

程
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
市
長
は
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
未
定
で
あ
り
、
早
急
に
検
討
す

る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
案
は
、
税
収
で
は
65
億
３
千
万
円
で
前
年
度

比
２
・
０
％
減
、
地
方
交
付
税
な
ど
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
は

50
億
９
８
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
８
・５
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、「
行
革
後
の
積
極
的
・
戦
略
的
事
業
展
開
に
舵
を
き
る
」
と

い
う
認
識
に
基
づ
き
、
投
資
的
経
費
、
新
規
事
業
等
に
22
億
５
７
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
初
の
予
算
で
す
が
、
就
任
時
に
は
ほ
ぼ
編
成
さ
れ
て
い
た
予
算
案

で
し
た
。
予
算
特
別
委
員
会
は
６
日
間
に
わ
た
っ
て
審
議
し
ま
し
た
。

平成23年度予算を賛成多数で可決

地方交付税大幅増　積極財政に舵
一般会計約175億 8,900万円は前年度比5.5％増

　

昨
年
に
続
き
、
西
鉄
バ
ス
に
対

す
る
赤
字
補
て
ん
、
交
通
弱
者
へ

の
地
域
サ
ポ
ー
ト
へ
の
補
助
を
継

続
し
ま
す
。

　

今
年
は
そ
れ
に
加
え
、
市
役
所

と
サ
ン
コ
ス
モ
古
賀
を
往
復
す
る

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
実
験
運
行
を
行

い
ま
す
。
７
月
よ
り
平
日
の
８
時

西
鉄
バ
ス
運
行
補
助 

２
７
８
９
万
円

地
域
サ
ポ
ー
ト
補
助 

30
万
円

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
実
験
運
行 
４
１
０
万
８
千
円

台
か
ら
17
時
台
の
間
に
25
往
復
を

予
定
。
新
隣
保
館
が
建
設
さ
れ
れ

ば
そ
こ
に
も
接
続
さ
れ
ま
す
。
運

行
範
囲
や
土
日
の
運
行
な
ど
に
つ

い
て
議
会
か
ら
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。
実
験
運
行
な
の
で
今
後
検
討

す
る
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

市
長
は
、
市
全
域
の
都
市
計
画

区
域
編
入
を
延
期
し
、
農
業
施
策

や
地
区
計
画
な
ど
総
合
的
に
有
効

性
を
検
討
し
、
編
入
の
可
否
や
時

期
を
検
討
す
る
と
施
政
方
針
で
述

べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
街
化
調

整
区
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
力
低

下
を
防
ぐ
た
め
、
住
居
系
地
区
計

画
策
定
の
技
術
的
支
援
を
行
う
と

平成 23年度当初予算額

会　　計　　名
予算額（万円） 対前年度

比較平成 23年度 平成 22 年度

一般会計 175 億 8,943 166 億 6,853 5.5%

住宅新築資金等貸付事業
特別会計 1,098 1,638 ▲ 33.0%

国民健康保険特別会計 53億 4,067 53 億 2,119 0.4%

老人保健特別会計 0 1,017 ▲ 100%

後期高齢者医療特別会計 5億 4,482 5 億 8,030 ▲ 6.1%

介護保険特別会計
（保険事業勘定） 27億 8,786 25 億 8,016 8.1%

介護保険特別会計
（介護サービス事業勘定） 2,068 2,114 ▲ 2.2%

公共下水道事業特別会計 20億 4,706 20 億 176 2.3%

農業集落排水事業特別会計 3億 1,910 5 億 5,953 ▲ 43.0%

水道事業会計 16億 6,223 14 億 9,537 11.2%

総合計 303 億 2,283 292 億 5,453 3.7%

（千円以下切捨て）

し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
該
当
行
政
区
に

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
派
遣
す
る
予

算
で
す
。

　

議
会
か
ら
の
、「
編
入
延
期
は
い

つ
ま
で
か
。」
と
い
う
質
問
に
、
市

長
は
「
早
急
に
検
討
し
た
い
。」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
区
域
編
入
の
延
期

地
区
計
画
の
策
定
支
援 

１
６
１
万
６
千
円
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一般会計歳入・歳出の内訳

市税
65億2,884
37.1％

国・県支出金
40億9,586
23.2％

市税
65億2,884
37.1％

45.4％54.6％

繰入金 4億9,941
2.8％

分担金及び負担金
2億9,396
1.7％

その他 3億4,739
2.0％

その他（地方交付金等）
４億311
2.3％

市債13億360
7.4％

地方消費税交付金
5億1,100
2.9％

国・県支出金
40億9,586
23.2％

地方交付税
32億9,400
18.8％

使用料及び手数料 3億1,223
1.8％

その他
7億1,179
4.1％

総務費
16億8,503
9.6％

民生費
69億8,065
39.7％

民生費
69億8,065
39.7％

衛生費
19億6,083
11.1％

土木費
12億1,410
6.9％

消防費
7億3,011
4.1％

教育費
24億4,105
13.9％

公債費
18億6,587
10.6％

（単位は万円）

歳出合計
175億8,943

自

主

財財

源源

依

存
歳入合計
175億8,943

運転免許自主返納
nimoca（ニモカ）を交付

30万円
　平成 23 年 4 月以降に運転免
許証を自主返納した 70 歳以上の
高齢者に、住基カードに加えて 
ＩＣバスカード（1万円分）を交
付します。

　

Ｊ
Ｒ
古
賀
駅
コ
ン
ビ
ニ
内
に
市

内
観
光
の
案
内
や
情
報
発
信
、
地

元
品
や
特
産
品
の
展
示
販
売
を
行

う
案
内
所
を
設
置
。
観
光
協
会
に

運
営
を
委
託
し
、
３
人
を
雇
用
し

　

玄
界
環
境
組
合
・
古
賀
清
掃

工
場
の
古
賀
市
の
負
担
金
は
９
億

円
を
超
え
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月

に
玄
界
環
境
組
合
が
作
成
し
た
負

担
金
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
と
、
今
後
５
年
間
は
こ
の
負
担

が
継
続
し
ま
す
。
市
長
は
、
自
分

の
任
期
中
に
経
常
経
費
負
担
金
の

軽
減
を
図
り
た
い
と
答
弁
し
ま
し

た
。

ま
す
。

　

観
光
へ
の
期
待
、
物
品
販
売
、

観
光
協
会
と
の
関
係
等
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

古
賀
駅
に
観
光
案
内
所 

６
２
７
万
４
千
円

古
賀
清
掃
工
場
負
担
金
９
億
１
４
１
万
２
千
円

剪定枝回収・堆肥化
45万円

　剪定枝を集団回収した団体に
対し、キロ当たり5円の奨励金（15
万円）を支給します。回収した剪
定枝をグリーンリサイクル業者
まで搬入する業務は委託します。
（30万円）

浸水・土砂災害
ハザードマップ
909万９千円

　避難場所のほかに、浸水想定
区域や土砂災害警戒区域などの
危険区域を表示したマップを
25,000 部作成します。

スクールソーシャルワーカー
新規に派遣 216万円

　不登校問題を解決するため、
社会福祉士や精神保健福祉士の
資格を持つスクールソーシャル
ワーカーを、週 4時間、3中学校
に年間 30回予定。

軽自動車税　コンビニ収納
123 万円

　平成 23 年度から軽自動車税
が、平成 24 年度からは固定資産
税もコンビニで 24 時間納付が可
能となります。

生活習慣病、骨粗しょう症の予防
骨密度測定等の購入　358万 2千円

　「家族コツコツ（骨骨）健康づくり事業」として、骨密度や塩分摂

取量等の測定器を購入します。市民参加型の健康づくりを基本とし、

健康づくり推進委員の養成とともに、骨密度測定により自主的・持

続的な健康づくり意識を高めるものです。議会からは、コミュニティ

での活用、保健師等による指導等を求める意見が出されました。
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委
員
長　

松
島　

岩
太

投
資
的
経
費
の
増
を
評
価
す
る
一
方
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
求
め
る

　

竹
下
新
市
政
の
も
と
、
初
め
て

の
予
算
編
成
で
し
た
。
現
下
の
厳

し
い
経
済
情
勢
の
中
、
喫
緊
の
課

題
に
対
す
る
予
算
編
成
、
ま
た
地

方
交
付
税
増
額
に
応
じ
た
投
資
的

経
費
の
増
は
、
一
定
の
評
価
が
で

き
ま
す
。
一
方
、必
要
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、

更
な
る
き
め
細
か
な
取
り
組
み
を

求
め
る
厳
し
い
意
見
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。

　

具
体
的
な
施
策
に
お
い
て
は
、

第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
策
定
見

込
み
や
都
市
計
画
区
域
編
入
時

期
、
国
土
利
用
計
画
の
策
定
時
期

等
、
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
明
確

に
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
な
ど
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
機
構
改
革
の
中
で
の
商

工
政
策
課
の
位
置
づ
け
、
事
務
事

業
満
足
度
調
査
、
路
線
バ
ス
運
行

補
助
、
地
籍
調
査
事
業
、
家
庭
支

援
室
の
取
り
組
み
、
玄
界
環
境
組

合
負
担
金
の
問
題
、
緊
急
雇
用
対

策
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
実
施
、
小

学
校
耐
震
補
強
事
業
の
完
了
予

定
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
、
高
齢
者
福
祉
の
更

な
る
充
実
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
将
来
像
、
子
育
て
支
援
施
策
の

機
能
強
化
、
産
業
施
策
の
更
な
る

充
実
、
教
育
課
題
に
対
す
る
対
応

策
等
、
広
範
多
岐
に
わ
た
る
意
見
、

提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
、
国
の
動
向
を
注
視

し
、
竹
下
新
市
長
の
も
と
職
員
一

丸
と
な
っ
て
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
今

後
も
更
な
る
努
力
、
工
夫
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
、
国

保
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
、

介
護
保
険
会
計
、
水
道
事
業
会
計

は
賛
成
多
数
で
、
住
宅
新
築
資
金

貸
付
会
計
、
公
共
下
水
道
会
計
、

農
業
集
落
排
水
会
計
は
賛
成
全
員

で
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

●
予
算
特
別
委
員
会

平成23年度一般会計　主な事業

学級集団作りＱＵアンケート
280万円

　小中学校で、児童生徒の学級生活での満足度

と学級集団の状態を測定する心理テスト「ＱＵ

アンケート」を今回初めて導入します。年２回

実施し、効果も測定する予定。

無料職業紹介所　２人体制へ
896万６千円

　求職者への相談・紹介等を通じて、雇用を促

進する無料職業紹介所は、月曜日から金曜日の

午前 10時から午後５時まで開設されています。

今回、２人体制として就業支援の強化を図りま

す。

小学校耐震化工事３小学校
４億 3,020 万円

　平成23年度は、小野小、古賀東小、古賀西小

の耐震化工事を行います。この工事をもって、古

賀市内の小中学校の耐震化工事が完了します。

古賀の元気おばちゃん支援事業
309万３千円

　営農経験のある65歳以上の女性を対象に、事

業実施農地の確保等の条件をクリアできる３人

を選考し、小型パイプハウス設置等に 100 万円

を上限に補助します。
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●緊急対応（大震災支援重視）・市政過渡期（第 4

次総合振興計画がないもとでの予算）・職員提案

型予算（ボトムアップ事業）として賛成する。

●今回の予算の財源は、税収で 1億 3,100 万円の

減収だが、地方交付税は 6億 2,600 万円の増収見

込。地方交付税は、今後は確実に厳しくなると予

想されるが貴重な財源として活用すべき。

●歳出では、第 3次行革後の先にある夢を描き、

積極的かつ戦略的な事業展開に舵をきるとして、

22億 5,700 万円の投資的経費や新規事業が計上さ

れた。職員のアイデアによるボトムアップ事業、

3,000 万円も計上された。

●小野小、東小、西小の耐震化工事、市役所とサ

ンコスモ古賀、新隣保館の間でシャトルバス試験

的運行、生活習慣病や骨粗しょう症予防にむけて

骨密度測定器購入、資源循環型社会形成に向けた

剪定し回収事業、学校教育環境整備としてのス

クールソーシャルワーカーの新設や小学校 1、2

年生の少人数学級の継続等々は評価。市長は、9

億円を超す古賀清掃工場の負担金を任期中に軽減

することを明言した。

●第 4次総合振興計画の策定は、新たな視点、手

法を取り入れ、よりよいものを策定するよう求め

る。都市計画区域編入延期は、自然・生活環境、

農業政策等に悪影響を及ぼすことを避けるべき。

商工振興政策課の格上げは他の重要政策にしわ寄

せをもたらさぬよう留意すべき。大震災支援対策

本部を設置し、市長が本部長として陣頭指揮をと

ることを求める。

賛成討論　1人
平成23年度
一般会計予算

　短期証約550世帯・資格証明書も48世帯に発行。

市民の診療の機会を少なくし、命にかかわる問題

となる。保険料は、被保険者の生活の状況に合わ

せ分割納付、減額納付を行なうべきで、市独自の

減免条例が必要。一般会計からの繰入金を増やす

べき。

　今回、特定健診・保健指導について、会計は国

保会計だが健康づくりの部署で仕事をすることに

なる。健診・食育・運動を一体とした健康づくり

を期待するとともに、保健師を計画的に増員する

ことを求める。

賛成討論　1人 反対討論　1人国民健康保険
特別会計

●市長の当選後初めての予算だが、十分に市民の

期待や願いに応えていない。

●西鉄バス路線への補助金 2,789 万円、シャト

ルバス実験運行委託 410 万円などを合わせた約

3,200 万円。数年で市民の願いのコミュニティバ

スの運行が実現できると考えるが、市独自の運行

の方針がない。

●同和対策事業は、一般施策への移行を速やかに

行なうべき。

●古賀清掃工場への 9億円もの負担金も問題。

ダイオキシン類常時監視システムの導入も取り組

むべきで、この姿勢が見られない。

●高齢者福祉では、介護予防事業や生きがいづく

り・健康づくりが不十分。介護保険への一般財源

からの繰り出しを多くし、保険料・利用料も減額

免除制度をつくるべき。

● 30 人以下学級の実施を、8小学校 3 中学校の

学年すべてに行なうべき。「小１プロブレム」、「中

1ギャップ」対応も不足。

●日本の次世代リーダー養成塾への参加費 30 万

円なども見直すべき。

●子どもの医療費無料化を小学校卒業までに拡大

をすべき。市長は選挙公約に掲げながら実施の時

期も明言されず、予算もないことは問題。保育料

の保護者負担の軽減も不十分。

●中小業者への融資制度が不十分。労働問題を相

談できる場所も窓口もないこと。住宅リフォーム

助成制度を導入する考えもない。

反対討論　1人
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竹下市長の初めての施政方針

問　

都
市
計
画
区
域
編
入
の
最
終

決
定
の
時
期
は
。

答　

編
入
の
可
否
や
時
期
に
つ
い

て
は
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き

た
い
。
地
権
者
に
対
し
て
は
６
月

頃
を
め
ど
に
通
知
を
し
た
い
。

問　

地
区
計
画
の
行
政
支
援
は
。

答　

担
当
の
都
市
計
画
課
を
中
心

に
庁
内
の
連
携
を
深
め
、
必
要
な

地
区
に
対
し
て
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
も
派
遣
し
対
処
し
た
い
。

問　

よ
り
便
利
な
公
共
交
通
を
目

指
す
べ
き
で
は
。

答　

公
共
交
通
体
系
は
基
本
的
に

は
現
在
の
西
鉄
バ
ス
路
線
を
維
持

し
ダ
イ
ヤ
見
直
し
、
バ
ス
停
の
新

設
な
ど
を
実
施
し
た
い
。

問　

宮
地
岳
線
跡
地
利
用
の
市
の

　

３
月
８
日
の
本
会
議
で
、
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
各

会
派
の
代
表
は
、
市
長
の
初
め
て
の
施
政
方
針
に
対
し
、
政
治
姿
勢
や
政
策

の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

竹
下
市
政
、
初
年
度
の
施
政
方
針
を
問
う

飯
尾
助
広
（
四
葉
会
）

今
後
の
方
針
は
。

答　

大
根
川
か
ら
福
津
市
境
ま
で

を
購
入
す
る
方
向
で
西
鉄
と
交
渉

に
入
り
た
い
。

問　

小
学
生
以
下
医
療
費
無
料
化

の
公
費
負
担
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

９
千
万
円
を
見
込
ん
で
お
り

実
施
方
法
は
今
後
検
討
す
る
。

問　

リ
ー
パ
ス
プ
ラ
ザ
周
辺
の
総

合
的
な
整
備
は
。

答　

一
年
を
か
け
市
民
の
方
の
意

見
を
聞
き
周
辺
を
生
涯
学
習
施
設

と
し
て
整
備
し
た
い
。

問　

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の

市
の
今
後
の
方
針
は
。

答　

地
域
ご
と
の
異
な
る
事
情
を

考
慮
し
テ
ー
マ
ご
と
に
支
援
し
て

い
き
た
い
。

答　

研
修
棟
の
建
て
替
え
を
含
め
、

市
民
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
す
る
。

問　

平
成
23
年
度
の
投
資
的

経
費
や
新
規
事
業
に
つ
い
て
、

22
億
５
７
０
０
万
円
予
算
を
計
上

し
て
い
る
が
、
政
策
的
に
ど
の
よ

う
な
考
え
か
。

答　

平
成
23
年
度
は
積
極
性
を

も
っ
た
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
と

し
た
。
投
資
的
事
業
の
総
枠
を
昨

年
比
約
１
億
５
０
０
０
万
円
増
額

し
、
新
た
な
時
代
の
要
請
に
こ
た

え
る
新
規
事
業
と
し
て
、
35
事
業

を
実
施
。
さ
ら
に
、
職
員
の
積
極

性
を
喚
起
し
、
企
画
力
を
高
め
る

た
め
、
職
員
自
ら
が
夢
の
あ
る
提

案
を
す
る
事
業
と
し
て
「
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
戦
略
事
業
」
を
募
集
し
、

９
事
業
を
実
施
す
る
。

問　

市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
計

画
策
定
の
技
術
的
支
援
と
は
。

答　

新
原
区
や
筵
内
区
と
協
議
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
派
遣
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
県
と

細
部
の
調
整
を
図
り
た
い
。

●
質
問
項
目

①
総
合
振
興
計
画
、
国
土
利
用
計

画
策
定
に
ど
の
よ
う
に
着
手
す
る

考
え
か

長
期
計
画
不
在
は
異
常
、
策
定
方
向
を

示
す
べ
き
で
は

田
中
英
輔
（
山
海
会
）

リ
ー
パ
ス
プ
ラ
ザ
研
修
棟
周
辺
の
整
備
の
検
討
と
は

森
本
義
征
（
清
風
会
）

②
市
長
の
選
挙
公
約
は
ど
う
進
め

る
考
え
か

③
市
民
の
暮
ら
し
、
雇
用
、
医
療
、

人
権
、
環
境
な
ど
安
心
と
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
は

●
ま
と
め

　

新
市
長
が
編
成
さ
れ
る
最
初
の

予
算
と
な
っ
た
。
市
長
の
公
約
が

ど
の
よ
う
な
点
で
予
算
編
成
に
反

映
さ
れ
て
い
る
の
か
質
し
た
。

　

「
両
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

選
挙
で
掲
げ
た
公
約
に
照
ら
し
策

定
作
業
を
進
め
て
い
る
。」

　

「
選
挙
公
約
に
つ
い
て
は
４
年

間
、
真
摯
な
姿
勢
で
市
民
が
望
む

市
政
改
革
に
取
り
組
み
、
最
善
を

尽
く
し
た
い
」
と
答
弁
。
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
新
年
度
予
算

で
課
題
と
す
る
点
も
不
鮮
明
な
市

政
方
針
で
あ
っ
た
。

　

基
本
と
な
る
計
画
の
繰
り
延
べ

に
対
す
る
取
り
扱
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
公
約
の
具
体
化
に
つ
い
て
考
え

方
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
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●
質
問
項
目

①
就
任
し
て
２
カ
月
経
過
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
て
い
る

か
。
②
施
政
方
針
を
ど
う
練
り
上

げ
、
予
算
編
成
と
の
整
合
性
を
図
っ

た
か
。
③
「
孤
族
の
国
」「
無
縁
社

会
」
に
触
れ
て
い
る
が
、
何
が
問

題
な
の
か
。
ど
う
す
べ
き
な
の
か
、

見
解
を
。
④
施
政
方
針
で
触
れ
て

い
な
い
が
第
４
次
総
合
振
興
計
画
、

第
３
次
国
土
利
用
計
画
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

●
ま
と
め

　

２
０
１
１
年
度
は
竹
下
市
政
初

年
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
施
政
方

針
で
は
、
国
政
へ
の
評
価
、
政
治

理
念
、
時
代
認
識
等
に
全
く
触
れ

ず
重
点
施
策
の
提
示
も
な
い
。
予

算
編
成
も
前
市
長
か
ら
の
継
続
が

主
で
あ
り
、
施
政
方
針
と
の
整
合

性
は
見
ら
れ
な
い
。
虚
偽
経
歴
問

題
で
警
察
の
事
情
聴
取
に
も
応
じ

な
く
て
は
な
ら
ず
、
市
政
運
営
に
専

念
、
集
中
で
き
る
環
境
で
は
な
い
。

試行的な質疑方法
　今回の施政方針に対する質疑は、会派代表者

会議での検討を経て実施。一人５分で、会派の

人数に応じた持ち時間で試行的に取り組みまし

た。今回の結果を踏まえ、さらに充実した質疑

方法を模索することにしています。

問　

古
賀
市
の
高
齢
者
福
祉
の
具

体
的
な
方
向
性
は
。

答　

ま
ず
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

充
実
が
必
要
。

問　

小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
宅

老
所
と
連
携
を
と
り
、
待
機
高
齢

者
を
減
ら
す
施
策
が
必
要
だ
。
佐

賀
県
を
参
考
に
し
た
ら
。

答　

何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
を
た
く
さ
ん
伺
っ
て
い
る
。

参
考
に
し
た
い
。

問　

産
業
は
古
賀
イ
ン
タ
ー
の
有

効
活
用
と
、
工
業
団
地
と
の
連
携

が
大
事
で
は
。

答　

私
自
身
も
そ
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
。

問　

バ
イ
オ
マ
ス
の
研
究
に
つ
い

て
一
切
触
れ
て
い
な
い
が
。

答　

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
を
市

民
へ
さ
ら
に
広
報
す
べ
き
。

答　

今
後
も
、
市
民
の
声
を
参
考

に
必
要
な
改
善
を
加
え
る
。

新
市
長
の
古
賀
市
ら
し
い
具
体
的
な
方
向
性
を
示
せ

西
尾
耕
治
（
公
明
党
）

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
市
政
一
新
を
掲
げ
た

初
年
度
の
市
政
運
営
は

前
野
早
月
（
希
来
里
）

●
四
葉
会
（
し
よ
う
か
い
）

　
　

飯
尾
助
広
、
岩
井
秀
一

　
　

舩
越
義
彰
、
姉
川
さ
つ
き

●
山
海
会
（
さ
ん
み
か
い
）

　
　

田
中
英
輔
、
三
好
貴
一

　
　

倉
掛
小
竹

●
自
民
ク
ラ
ブ
（
じ
み
ん
く
ら
ぶ
）

　
　

松
島
岩
太
、
黒
木
淳

　
　

許
山
秀
仁

●
清
風
会
（
せ
い
ふ
う
か
い
）

　
　

森
本
義
征
、
薄
一
昭

　
　

結
城
弘
明

●
公
明
党
（
こ
う
め
い
と
う
）

　
　

西
尾
耕
治
、
芝
尾
郁
恵

●
希
来
里
（
き
ら
り
）

　
　

前
野
早
月
、
奴
間
健
司

●　

舩
越
嘉
彦

●　

内
場
恭
子

●　

矢
野
治
男

古
賀
市
議
会
会
派
と
所
属
議
員

問　

幸
福
度
の
高
い
ま
ち
と
は
。

職
員
の
や
る
気
育
成
が
市
民
幸
福

度
を
高
め
る
。
具
体
策
は
。

答　

福
祉
の
充
実
と
安
全
・
安
心

の
ま
ち
。
企
業
誘
致
と
地
場
産
業

支
援
な
ど
の
経
済
施
策
充
実
で
財

源
を
確
保
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
事
業

で
積
極
性
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
職

員
を
育
て
、
的
確
な
評
価
で
処
遇
。

問　

選
挙
公
約
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
実
施
や
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
、
Ｊ
Ｒ
し
し
ぶ
踏
切
工
法
な

ど
市
民
に
不
満
が
で
て
い
る
。
こ

れ
で
幸
福
度
が
上
が
る
の
か
。

答　

試
み
た
が
厳
し
く
、
オ
ー
バ
ー

工
法
と
判
断
。
直
接
、
市
民
と
触

れ
合
う
機
会
を
ふ
や
し
た
い
。

問　

現
場
に
出
る
こ
と
が
必
要
だ
。

職
員
の
や
る
気
育
成
が
市
民
幸
福
度
を

高
め
る
ポ
イ
ン
ト

内
場
恭
子　
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２
会
派
合
同
で
、
先
進
地
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
の
成
果

を
今
後
の
古
賀
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

東
京
都

平
成
22
年
４
月
18
日
〜
20
日

・ 

世
田
谷
区
烏
山
駅
前
通
り
商
店

街　

ス
タ
ン
プ
事
業
に
よ
る
商

店
街
活
性
化

・ 

新
宿
区
役
所　

父
子
家
庭
手
当

に
つ
い
て

・ 

新
宿
区
都
営
地
下
鉄
若
松
河
田

駅
構
内　

福
祉
作
業
所
の
パ
ン

屋
の
出
店
状
況

・ 

板
橋
区　

女
性
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
動

沖
縄
県

平
成
22
年
７
月
14
日
〜
16
日

・ 

宜
野
湾
市　

イ
ベ
ン
ト
情
報
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト

・ 

那
覇
市
若
狭
公
民
館　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
委
託
し
活
発
に
活
動

・ 

壺
屋
や
む
ち
ん
通
り　

市
民
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
観
光
ま

ち
づ
く
り

・ 

栄
町
市
場
商
店
街
振
興
組
合　

エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
取
り
組
み

鹿
児
島
・
熊
本
県

平
成
22
年
10
月
12
日
〜
13
日

・ 

鹿
児
島
市
役
所　

遊
休
農
地
バ

ン
ク
に
つ
い
て

・ 

八
代
市　

中
心
市
街
地
商
店
街

空
き
店
舗
対
策
事
業

大
阪
・
京
都
府

平
成
22
年
９
月
30
日
〜
10
月
２
日

・
大
阪
市
日
本
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
取
り
組
み

・ 「
日
本
女
性
会
議
い
ん
京
都
」
に

参
加
、
分
科
会
で
「
市
民
ぐ
る

み
の
人
づ
く
り
」
な
ど
を
研
修
。

まちづくりに活かす!

四
葉
会
・
公
明
党

※古賀市議会の政務調査費は月額１万円（年間 12 万円）

栄町市場エコマーケットの取り組み

福
島
県
郡
山
市
、
い
わ
き
市
を
視
察

　

清
風
会
は
、
平
成
23
年
２
月
７

日
、
郡
山
市
と
８
日
い
わ
き
市
の
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

郡
山
市
で
は
、「
良
好
な
景
観
を

つ
く
り
、
そ
だ
て
、
ま
も
る
」
こ
と

を
「
景
観
づ
く
り
」
と
定
義
し
た
『
郡

山
市
景
観
づ
く
り
条
例
』
を
制
定
。

重
点
地
区
を
指
定
し
て
、
小
規
模

の
行
為
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
行

う
こ
と
で
景
観
づ
く
り
を
推
進
。
市

民
の
景
観
づ
く
り
活
動
で
は
、
市
が

行
う
啓
発
活
動
に
協
力
で
き
る
人

を
景
観
づ
く
り
推
進
員
（
現
在
７

人
）
と
し
て
登
録
。
審
議
会
を
設
置

し
て
活
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
郡
山
市
こ
ど
も
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
「
に
こ
に
こ
こ
ど
も
館
」
の
施

設
の
詳
細
説
明
を
受
け
て
き
ま
し

た
。

　

い
わ
き
市
で
は
農
業
委
員
会
の
皆

様
に
農
業
施
策
の
現
状
に
つ
い
て
、

特
に
遊
休
農
地
解
消
へ
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
（
執
行
部
に
資
料
提

供
）
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の

視
察
は
、
東
日
本
大
震
災
の
１
カ
月

前
と
い
う
こ
と
で
記
憶
に
深
く
刻
ま

れ
た
研
修
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
震
災
を
受
け
ら
れ
た
郡
山
市
、

い
わ
き
市
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

清
風
会

平
成
22
年
12
月
20
日
（
岡
山
県
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

　

小
学
校
と
中
学
校
向
け
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
支
援
『
授
業
実
践
パ
ッ
ケ
ー

ジ
』
に
つ
い
て
、
電
子
黒
板
を
併
用

し
た
授
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

研
修
し
ま
し
た
。
古
賀
市
に
お
い
て

も
、
同
様
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
、
実
施
に
向
け
た
取
り
組

み
内
容
を
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

　

他
に
平
成
22
年
６
月
22
日
香
川

県
都
市
計
画
課
か
ら
は
、
都
市
計

画
区
域
見
直
し
に
つ
い
て
、
調
査
し

ま
し
た
。

自
民
ク
ラ
ブ

授業実践パッケージ
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政務調査の成果を
平成22年度　政務調査報告

地
域
主
権
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
総
合
振
興
計
画
の

あ
り
方
を
学
ぶ

（
東
京
都
三
鷹
市
視
察
・
平
成
22

年
７
月
15
日
）

　

三
鷹
市
で
は
１
９
８
８
年
以
来
、

学
識
経
験
者
と
市
職
員
が
協
働
で

①
ま
ち
づ
く
り
の
政
策
課
題
に
関

す
る
調
査
研
究
②
長
期
展
望
及
び

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る
調
査

研
究
な
ど
を
行
い
、
政
策
に
反
映

し
て
い
ま
す
。
２
０
０
９
年
に
は

清
原
市
長
を
所
長
に
し
た
「
三
鷹

ま
ち
づ
く
り
総
合
研
究
所
」
を
設

置
し
、
研
究
成
果
を
総
合
振
興
計

画
策
定
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
研
究
所
か
ら
の
報
告
書
を

活
か
し
、
第
４
次
基
本
計
画
に
無

作
為
抽
出
に
よ
る
市
民
参
画
の
手

法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
今
後

の
古
賀
市
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
、
市
民
参
加
の
あ
り
方
に
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

自
治
体
に
お
け
る
正
規･

非
正
規

職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
学
ぶ

（
東
京
都
荒
川
区
視
察
・
平
成
22

年
７
月
16
日
）

　

荒
川
区
で
は
、
非
常
勤
職
員
の

報
酬
引
き
上
げ
を
政
策
費
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
統
一
基
準
に
基

づ
く
採
用
、
新
た
な
職
層
の
新
設
、

休
暇
等
の
改
善
な
ど
を
図
っ
て
い

ま
す
。
古
賀
市
で
も
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
調
査
結
果
を
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
実
践
・
報
告
に
学
ぶ

第
８
回
全
国
地
方
議
員
交
流
会
に

参
加
（
横
浜
市･

平
成
22
年
８
月

18
日
、
19
日
））

　

１
日
目
は
講
演
「
地
域
主
権
改

革
と
地
方
議
会
改
革
」
他
が
あ
り
、

２
日
目
は
第
３
分
科
会
「
介
護
・

医
療
と
社
会
保
障
」
に
参
加
、
古

賀
市
で
の
「
地
域
医
療
と
市
民
を

結
ぶ
会
」
の
取
り
組
み
を
報
告
し

た
。

山
海
会
・
希
来
里

第
72
回
全
国
都
市
問
題
会
議
に
参

加
（
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
）（
平
成

22
年
10
月
７
日
、
８
日
）

「
都
市
の
危
機
管
理
」
に
つ
い
て

１
．
都
市
に
お
け
る
危
機

２
．
局
面
別
の
危
機
管
理
対
策

３
．
都
市
の
危
機
管
理

４
．
都
市
の
危
機
管
理
能
力
の
向
上

　

危
機
管
理
に
お
い
て
は
、「
応
急
」

時
の
初
動
体
制
が
極
め
て
重
要
と

な
る
。
し
か
し
、
危
機
は
突
発
的
で

不
測
の
事
態
で
あ
り
、
初
動
体
制

の
準
備
を
し
て
い
た
か
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
と
学
び
ま
し
た
。

　

全
国
市
議
会
議
長
会
で
は
、「
変

わ
る
地
方
行
政
、変
え
る
地
方
議
会
」

を
学
び
古
賀
市
議
会
の
参
考
に
し

ま
し
た
。

矢
野
治
男

市
民
と
の
協
働
の
取
り
組
み
を

（
平
成
22
年
10
月
21
日
、
22
日
）

　

亀
岡
市
で
市
民
と
の
協
働
の
取

り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。
生
涯
学

習
の
推
進
の
中
心
施
設
で
あ
る
生

涯
学
習
施
設
セ
ン
タ
ー
「
ガ
レ
リ
ア

か
め
お
か
」
を
、
20
年
の
実
績
の
あ

る
財
団
法
人
生
涯
学
習
亀
岡
財
団

に
指
定
管
理
者
と
す
る
等
の
先
駆

的
な
取
り
組
み
や
、
地
域
公
共
交

通
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

実
施
状
況
等
に
つ
い
て
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
、
５
日
に
は
、
地
域

経
済
の
復
興
や
環
境
保
全
・
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
仕
事
お
こ
し
等

を
テ
ー
マ
と
し
た
、
市
町
村
議
会
議

員
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

舩
越
嘉
彦

さ
ら
な
る
人
権
学
習
を

第
33
回
人
権
問
題
「
夏
期
講
演
会
」

（
平
成
22
年
８
月
21
日
）

　

詩
人
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏
の

講
演
「
日
本
の
文
化
と
平
和
・
人
権

を
語
る
」
を
聞
き
、
平
和
の
大
切
さ

と
人
権
尊
重
の
密
接
な
関
係
を
研

修
。

第
32
回
福
岡
県
人
権
問
題
研
究
集

会
（
平
成
22
年
10
月
27
日
）

　

伊
藤
千
尋
氏
の
講
演
「
活
憲
の

時
代

－

コ
ス
タ
リ
カ
か
ら
９
条
へ
」

を
聞
き
、
紛
争
と
貧
困
、
平
和
の
問

題
を
現
場
か
ら
の
視
点
で
提
起
。「
基

地
は
い
ら
な
い
」
と
の
沖
縄
市
民

集
会
や
コ
ス
タ
リ
カ
の
平
和
憲
法
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
軍
基
地
撤
去
な
ど

の
事
例
と
市
民
運
動
を
考
察
。

内
場
恭
子

全国の地方議員と経験交流
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社
会
情
勢
変
化
に
、
市
の
政
策

課
程
が
対
応
で
き
る
よ
う
組
織
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

教
育
委
員
会
と
の
役
割
分
担
を
整

理
し
、
内
部
組
織
を
改
編
す
る
た

め
に
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

総
務
委
員
会
に
付
託
し
、
審
議

し
ま
し
た
。

問　

都
市
計
画
区
域
編
入
の
延
期

や
国
土
利
用
計
画
が
で
き
て
い
な

い
。
企
画
政
策
部
廃
止
は
ど
う
か
。

答　

国
土
利
用
計
画
の
見
直
し
が

あ
る
が
、
都
市
計
画
課
内
で
行
う
。

　

委
員
会
で
は
、
①
未
策
定
の
第

４
次
総
合
振
興
計
画
と
の
整
合
性

と
職
員
の
や
る
気
育
成
②
各
課
の

わ
か
り
や
す
い
名
称
の
要
望
を
つ

け
て
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
議
会
で
は
、
第
４
次
総
合
振

興
計
画
な
ど
が
未
策
定
で
の
企
画

政
策
部
廃
止
は
問
題
で
、
高
齢
者

福
祉
課
が
な
く
な
る
の
も
市
民
目

線
で
な
い
と
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。「
債
権
管
理
課
」
は
、
議
会

の
指
摘
を
う
け
、「
収
納
管
理
課
」

と
変
わ
り
ま
し
た
。
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

部
長
・
課
長
な
ど
の
管
理
職
を
効
果
的
に
配
置

名
称
に
つ
い
て
議
会
が
要
望

緊急総合経済対策
総計 1億 1,329 万円補正予算で

まず身近なものから
早急に対応

第
一
回
定
例
会
の
主
な
審
議

変わります

旧 新

企画政策部 廃止

収税課 収納管理課

市民共働課
コミュニティ推進室

生涯学習推進課

健康づくり課 予防健診課

高齢者福祉課
介護支援課地域包括支援

センター

こども政策課
子育て支援課

家庭支援室

商工振興室 商工政策課

社会教育課 生涯学習推進課
主な変更点

すべての中学校図書室に
エアコンを設置
2,247 万円

第 4次総合振興計画  174 万 9,000 円
国土利用計画  84 万 4,000 円
市全域都市計画区域編入事業  100 万円

アートタウン構想を断念
㈱峰製作所の壁のアートは中止

300万円

市民テニスコート横の
危険な道路壁の改修
2,250 万円

減額

増額
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 は賛成　　 は反対　　議員は議席順

結　　　果

賛成：反対

岩井　秀一

田中　英輔

奴間　健司

舩越　嘉彦

内場　恭子

芝尾　郁恵

前野　早月

森本　義征

薄　　一昭

西尾　耕治

黒木　　淳

舩越　義彰

松島　岩太

三好　貴一

飯尾　助広

倉掛　小竹

結城　弘明

姉川  さつき

許山　秀仁

平成23年第１回定例会　主な議案の議員別賛否一覧

可　決

19：0

可　決

14：５

可　決

18：1

可　決

17：2

否　決

9：10

議
会
報
特
別
委
員
会
の

常
任
委
員
会
化
へ
の

条
例
改
正

市
の
部
設
置
条
例
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
23
年
度

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

平
成
23
年
度

一
般
会
計
予
算

市
の
職
員
と
し
て
弁
護
士
を
雇
用

　

課
題
の
多
い
、
市
の
政
策
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
弁
護
士
等
の

高
度
な
資
格
や
専
門
的
な
知
識
を

持
つ
人
を
職
員
と
し
て
採
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
条
例
改
正

で
す
。
任
期
を
設
け
て
、
職
員
と

し
て
任
用
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

で
、
医
師
、
公
認
会
計
士
、
弁
護

士
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

総
務
委
員
会
に
付
託
し
、
審
議

し
ま
し
た
。

問　

弁
護
士
を
採
用
し
た
い
と
の

こ
と
だ
が
、
市
の
顧
問
弁
護
士
と

の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

採
用
の
弁
護
士
の
任
期
は
２

年
程
。
常
勤
で
、
契
約
や
例
規
、

債
権
の
管
理
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

顧
問
弁
護
士
に
は
訴
訟
な
ど
を
お

願
い
す
る
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
賛
成

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
延
滞
金　

少
し
安
く
な
り
ま
す

　

介
護
保
険
料
の
延
滞
金
と
市
税

等
の
延
滞
金
と
の
取
り
扱
い
の
均

衡
を
図
り
、
公
平
に
す
る
た
め
に
、

古
賀
市
介
護
保
険
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
に
付
託
し
、

市
の
介
護
保
険
料
の
延
滞
金
の
減

額
・
減
免
の
特
別
な
理
由
、
市
税

な
ど
の
算
定
方
法
な
ど
を
審
議
し

ま
し
た
。
事
務
の
公
平
性
が
図
ら

れ
、
金
額
も
下
が
り
、
払
い
や
す

く
な
る
な
ど
の
賛
成
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
賛
成

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

介護保険料延滞金の計算

旧 新

延滞金
切り捨てなし

延滞金は
2,000 円未満
はなし

延滞金の端数
処理
10 円以上は
1円単位

延滞金の端数
処理
1,000 円未満
はなし

納付期限の翌
日から1カ月
の延滞料加算
率は7.3％

納付期限の翌
日から1カ月
の延滞料加算
率は4.3％

納付期限の 2カ月以上の延
滞料加算率は14.6％

がんばろう日本！
東日本大震災へ
600万円の義援金
古賀市議会も　

30万円を赤十字に！

　３月11日に発生した「東日本大
震災」は、東北、関東各地に甚大な
被害を及ぼしています。この地震で、
亡くなられた方に哀悼の意を表し、
被災された方、避難所で生活をされ
ている方々に、心からお見舞いを申
し上げます。
　古賀市議会は古賀市が600万円の
義援金を拠出することを可決。
　糟屋１市７町で総計3,000万円の
義援金を送りました。古賀市議会は
議員全員で、30万円の義援金を送り
ました。
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委
員
長　

黒
木　

淳

ク
ロ
ス
パ
ル
こ
が
の
利
用
者
は
増
加

　

●
文
教
厚
生
委
員
会

委

員

長　
　

森
本　

義
征

副
委
員
長　
　

薄　
　

一
昭

委　
　

員　
　

岩
井　

秀
一

〃　

 　
　

奴
間　

健
司

〃　

 　
　

舩
越　

嘉
彦

〃　

 　
　

倉
掛　

小
竹

〃　

 　
　

許
山　

秀
仁

調査・研究レポート

委
員
長　

森
本　

義
征

第
４
次
総
合
振
興
計
画
な
ど

新
市
長
の
も
と
で
見
直
し

問　

平
成
23
年
度
税
制
改
正
大
綱

の
主
な
概
要
は
。

答　

税
務
調
査
の
手
続
き
の
見
直

し
請
求
を
行
う
期
間
が
現
行
で
は

１
年
が
５
年
に
延
長
す
る
と
い
う

も
の
。

問　

地
方
税
関
係
の
改
正
に
よ
る

影
響
は
。

答　

個
人
所
得
税
の
見
直
し
は
、

増
収
を
見
込
ま
れ
る
。
法
人
税
額

は
減
収
に
な
る
の
で
は
。

問　

第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
策

定
が
今
年
４
月
以
降
に
な
る
と
思

う
が
、
収
納
率
98
％
を
目
標
と
す

る
の
か
。

答　

第
４
次
総
合
振
興
計
画
案
の

収
納
率
98
％
の
目
標
に
向
か
っ
て

い
き
た
い
。

問　

な
ん
で
も
相
談
件
数
が
平
成

21
年
度
比
２
１
０
件
減
の
原
因
は
。

答　

原
因
は
、
こ
れ
か
ら
解
析
し

て
い
き
た
い
。

問　

市
営
住
宅
防
水
工
事
の
完
成

予
定
は
。

答　

３
月
末
ま
で
に
終
了
し
た
い
。

問　

平
成
22
年
度
職
員
採
用
試
験

は
。

答　

３
次
試
験
を
昨
年
の
11
月
に

実
施
し
最
終
的
に
10
人
の
合
格
者

と
し
た
。
そ
の
時
点
で
の
住
所
は

古
賀
市
内
４
人
、
市
外
６
人
。

問　

地
区
計
画
策
定
支
援
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

答　

県
と
の
協
議
を
行
い
、
情
報

の
収
集
に
努
め
て
い
る
。
地
域
説

　

●
総
務
委
員
会

明
会
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

西
鉄
バ
ス
に
対
す
る
赤
字
補

て
ん
は
。

答　

補
て
ん
額
２
７
８
９
万
円
を

予
算
化
。

平成 23年度も西鉄バス補助を継続

問　

ク
ロ
ス
パ
ル
こ
が
の
利
用
況

は
。

答　

会
員
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、

利
用
者
は
約
２
０
０
０
人
増
え
て

い
る
。
特
に
多
目
的
ル
ー
ム
、
体

育
館
の
利
用
が
目
立
っ
て
い
る
。

障
が
い
者
対
応
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
協
議
を

行
い
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
改

善
を
し
て
い
く
。

問　

高
齢
者
の
安
否
確
認
は
。

答　

た
く
さ
ん
の
情
報
が
１
カ
所

に
集
ま
る
よ
う
に
す
る
の
が
重
要

で
い
ろ
ん
な
分
野
と
の
連
携
が
必

要
で
充
分
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

次
年
度
以
降
の
学
校
等
施
設

整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答　

古
賀
東
・
小
野
・
古
賀
西
小

を
計
画
し
て
い
る
。

問　

２
学
期
制
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
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委
員
長　

結
城　

弘
明

新
米
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
事
業

12
月
ま
で
に
申
請
件
数
１
８
３
組

委

員

長　
　

結
城　

弘
明

副
委
員
長　
　

松
島　

岩
太

委　
　

員　
　

前
野　

早
月

〃　

 　
　

西
尾　

耕
治

〃　

 　
　

舩
越　

義
彰

〃　

 　
　

三
好　

貴
一

　

●
市
民
建
産
委
員
会

新しい園舎で楽しく（五所保育園）

委

員

長　
　

黒
木　
　

淳

副
委
員
長　
　

芝
尾　

郁
恵

委　
　

員　
　

田
中　

英
輔

〃 　
　
　

内
場　

恭
子

〃 　
　
　

飯
尾　

助
広

〃 　
　
　

姉
川
さ
つ
き

常 任 委 員 会

　

平
成
23
年
産
米
の
生
産
数
量
目

標
は
１
１
８
２
ト
ン
で
前
年
に
比

べ
て
33
・
６
ト
ン
の
減
。

　

農
地
関
係
補
助
事
業
は
、
農
道

拡
幅
、
た
め
池
改
修
等
３
件
と
小

野
南
部
基
盤
整
備
事
業
が
す
す
ん

で
い
る
。

　

森
林
保
全
関
係
で
は
、
荒
廃
森

林
再
生
事
業
と
松
く
い
虫
被
害
木

伐
倒
駆
除
事
業
他
。

　

都
市
計
画
課
よ
り
工
事
中
の
公

園
、
花
見
東
、
今
の
庄
公
園
の
設

計
委
託
業
務
を
完
了
し
３
月
工
事

完
了
の
予
定
。

問　

他
市
町
と
の
水
道
料
金
の
比

較
と
今
後
の
料
金
の
推
移
は
。

答　

料
金
は
他
市
町
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。
料
金
は
当
分
の
間

据
え
置
く
。

問　

空
き
地
で
の
家
電
品
の
回
収

に
つ
い
て
、
環
境
課
と
し
て
の
見

解
は
。

答　

行
政
の
介
入
は
困
難
。
県
の

見
解
が
近
く
で
る
。

問　

市
民
課
窓
口
の
混
雑
緩
和
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、

受
付
番
号
発
券
機
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。

答　

以
前
に
も
検
討
し
た
こ
と
が

あ
る
。

　

人
権
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
寒
い

時
期
の
開
催
は
厳
し
か
っ
た
の
で

は
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

早く遊びたいね（庄北公園）

メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

メ
リ
ッ
ト
は
ゆ
と
り
が
あ
る

こ
と
。
教
育
活
動
の
実
施
。
授
業

や
生
徒
指
導
の
充
実
、
評
価
の
充

実
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
学
期
の
区

切
り
と
気
持
ち
の
切
り
替
え
、
評

価
の
時
期
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

問　

市
立
図
書
館
で
の
Ｉ
Ｃ
タ
グ

貼
付
け
と
そ
の
後
の
状
況
、
自
動

貸
出
機
の
利
用
状
況
は
。

答　

盗
難
は
昨
年
は
１
件
も
な

か
っ
た
。
自
動
貸
出
機
は
、
利
用

が
多
く
好
評
で
あ
っ
た
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
市
内
の
新

規
需
要
米
が
米
粉
パ
ン
に
使
わ
れ

る
そ
う
だ
が
。

答　

昨
年
11
月
か
ら
４
ト
ン
を
予

定
、
実
施
し
て
い
る
。
学
校
給
食

会
が
Ｊ
Ａ
と
契
約
し
、
納
入
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
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◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

一
般
質
問

法
的
措
置
の
検
討
は
ど
う
な
っ
た

（
答
）
何
ら
か
の
「
強
い
対
処
」
は
し
た
い
が

住宅リフォーム助成で地域活性を

市
民
幸
福
度
は
現
在
、
ど
の
程
度
な
の
か

（
答
）
感
覚
で
は
、
道
半
ば
で
は
な
い
か
と
感
じ
る

内場　恭子

岩井　秀一
（四葉会）

このまちはどこへ
向かうのか

問　

名
誉
棄
損
で
訴
え
る
べ
き
と

質
問
。
検
討
は
ど
う
な
っ
た
か
。

市
長　

弁
護
士
と
相
談
「
泥
仕
合
」

に
な
る
の
で
提
訴
は
し
な
い
が
「
強

い
対
処
」
は
し
た
い
。

問　
「
強
い
対
処
」
と
は
、
そ
れ
は

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
。
不
信

感
は
広
が
る
。
市
民
に
直
接
説
明

す
る
機
会
を
つ
く
る
べ
き
。

市
長　

現
在
進
行
形
で
検
討
。
議

会
で
説
明
し
て
い
る
つ
も
り
だ
。

問　

納
得
で
き
な
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で
市

内
業
者
と
市
民
の
生
活
応
援
を

問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

と
は
、
市
民
が
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
（
改
築
）
や
増
築
を
す
る
際
に

経
費
の
一
部
を
自
治
体
が
補
助
す

る
制
度
。
秋
田
県
な
ど
の
実
践
地

で
は
経
済
効
果
大
、
評
価
は
。
古

賀
市
で
も
実
施
す
べ
き
だ
が
。

市
長　

経
済
効
果
は
魅
力
的
。

問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

導
入
は
、
昨
年
10
月
で
全
国
２
県

１
７
３
自
治
体
。
福
岡
県
内
で
は
、

筑
後
市
、
筑
紫
野
市
、
大
木
町

で
実
施
。
秋
田
県
で
は
、
19
億
円

助
成
に
10
倍
以
上
の
約
２
９
０
億

問　

経
歴
詐
称
疑
惑
に
つ
い
て
請

求
さ
れ
て
い
た
決
算
資
料
や
質
問

書
に
対
す
る
回
答
書
等
は
提
出
し

た
の
か
。

市
長　

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
。
今

後
、
弁
護
士
と
も
相
談
す
る
。

問　

具
体
的
な
経
済
政
策
は
。

市
長　

財
政
基
盤
の
強
化
の
た
め
、

企
業
誘
致
や
地
場
産
業
支
援
に
よ

る
雇
用
創
出
の
拡
大
を
図
る
。

問　

過
去
の
評
価
す
べ
き
施
策
は

引
き
継
ぐ
と
あ
る
が
、
前
市
政
に

お
い
て
最
も
評
価
す
る
施
策
は
。

市
長　

財
政
健
全
化
だ
と
思
う
。

問　

市
役
所
改
革
に
つ
い
て
、
現

状
認
識
と
適
正
な
職
員
数
は
。

市
長　

横
断
的
な
連
携
が
不
足
。

人
材
育
成
を
進
め
、
意
識
改
革
を

図
り
た
い
。
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
当
面
は
現
状
維
持
す
る
。

問　

古
賀
市
の
農
業
に
お
い
て
最

大
の
問
題
点
は
何
か
。

市
長　

後
継
者
育
成
だ
と
思
う
。

そ
の
ほ
か
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
遊
休
農
地
の
増
加
な
ど
が
あ

る
が
、
担
い
手
育
成
や
農
地
の
保

全
、
特
産
品
の
開
発
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

問　

都
市
計
画
編
入
延
期
を
表
明

し
た
が
、
明
確
な
そ
の
時
期
は
。

市
長　

地
域
に
赴
き
、
地
元
と
し
っ

か
り
議
論
し
て
結
論
を
出
す
。

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

市
長　

貿
易
自
由
化
だ
け
で
は
な

く
、
労
働
市
場
の
開
放
な
ど
も
含

む
、
包
括
的
な
交
渉
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
慎
重
に
対
応
す
べ
き
だ
。

問　

宮
地
岳
線
跡
地
の
活
用
は
。

市
長　

公
園
・
歩
道
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
が
、
地
元
の
意
見
等
を
参

考
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
交
渉
に

お
い
て
、
あ
る
程
度
の
感
触
を
つ

か
ん
で
お
り
、
一
定
区
間
に
お
い

て
は
実
現
性
が
高
い
と
感
じ
る
。

た
だ
し
、
古
賀
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
隣

接
部
分
は
同
ク
ラ
ブ
が
購
入
す
る

た
め
、
交
渉
の
対
象
に
し
な
い
。

円
の
工
事
発
注
が
あ
り
、
商
店

街
な
ど
へ
の
経
済
効
果
は
県
は

「
２
４
０
億
円
の
波
及
効
果
」
と
試

算
。「
天
気
の
よ
い
日
は
、
街
は
工

事
業
者
の
車
で
活
気
に
溢
れ
て
い

る
。」
と
の
こ
と
。「
太
陽
光
発
電
」

補
助
10
万
円
よ
り
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
る
。
導
入
す
べ
き
だ
。

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

問　
「
国
保
税
が
高
す
ぎ
て
払
え
な

い
。
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
。」
と
の

市
民
の
声
に
ど
う
応
え
る
か
。
約

50
世
帯
の
資
格
証
、
約
６
０
０
世

帯
の
短
期
証
発
行
を
ど
う
考
え
る

か
。
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
市
民

を
ど
う
思
う
か
。

市
長　

医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
は
重
大
な
こ
と
と
思
う
。

問　

ぜ
ひ
国
保
税
引
き
下
げ
の
努

力
を
し
て
ほ
し
い
。
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問　

施
政
方
針
・
選
挙
公
約
の
質

問
に
あ
た
り
根
本
に
政
治
姿
勢
が

あ
る
。「
う
わ
さ
で
な
く
生
の
私
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
こ
ら

れ
た
、
経
歴
偽
称
の
市
民
へ
の
説

明
は
。

市
長　

様
々
な
ご
意
見
を
頂
い
て

い
る
、
ま
ず
警
察
の
事
情
聴
取
が

あ
れ
ば
そ
の
場
で
説
明
し
そ
の
後

市
民
へ
の
説
明
を
検
討
し
た
い
。

問　
「
し
か
る
べ
き
と
き
」
と
条
件

を
つ
け
ず
、
市
長
の
言
葉
で
あ
る

「
市
民
の
声
に
親
身
に
耳
を
傾
け

る
」
と
い
う
態
度
で
臨
ま
れ
る
こ

と
を
求
め
る
。

公
約
の
具
体
化
は
今
後
検
討

問　

第
４
次
総
合
振
興
計
画
、
第

３
次
国
土
利
用
計
画
は
事
業
を
繰

り
延
べ
て
い
る
。
予
算
審
議
で
は

「
正
常
な
状
態
で
は
な
い
、
早
急
に

対
応
し
た
い｣

と
表
明
し
た
、
ど

う
進
め
る
考
え
か
。

市
長　

平
成
23
年
度
に
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
が
詳
細
は
確
定
し
て

い
な
い
、
今
後
検
討
す
る
予
定
で

あ
る
。

問　

計
画
策
定
に
数
種
類
の
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
満
足
度

問　

ミ
ニ
つ
ど
い
の
広
場
や
児
童

セ
ン
タ
ー
は
利
用
で
き
る
人
が
市

民
に
限
ら
れ
て
い
る
。
利
用
時
間

や
曜
日
も
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

市
長　

貴
重
な
意
見
と
し
て
承
る
。

問　

建
設
予
定
の
隣
保
館
や
中
央

公
民
館
の
周
辺
な
ど
、
お
年
よ
り

や
、
子
ど
も
連
れ
に
優
し
い
休
憩

ス
ペ
ー
ス
や
憩
い
の
た
め
の
ベ
ン

チ
を
増
設
し
て
は
。

保
健
福
祉
部
長　

可
能
な
施
設
に

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

介
護
や
就
労
準
備
の
た
め
の

保
育
を
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

保
健
福
祉
部
長　

保
育
が
で
き
な

い
状
態
で
は
な
い
。
一
時
預
か
り

を
利
用
す
れ
ば
よ
い
。

問　

保
育
所
や
学
童
保
育
所
の
速

や
か
な
人
員
補
充
支
援
は
。

保
健
福
祉
部
長　

不
足
し
て
い
る

と
い
う
報
告
は
な
い
。
人
員
確
保

は
事
業
者
の
責
任
。

問　

学
童
保
育
所
に
、
市
独
自
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
で
は
。

教
育
部
長　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、
市
の
基
準
を
明
確
化

し
て
い
る
と
こ
ろ
。

問　

行
政
だ
け
で
な
く
、
保
護
者

や
事
業
主
と
協
働
で
つ
く
っ
て
ほ

し
い
。
保
育
所
に
も
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
を
。

市
長　

研
修
を
含
め
、
先
進
事
例

を
研
究
中
。

問　

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
や

優
遇
制
度
を
。

市
長　

保
育
所
へ
の
入
所
選
考
時

に
配
慮
し
て
い
る
。
各
種
優
遇
制

度
に
つ
い
て
は
、
公
平
性
の
観
点

か
ら
充
分
な
検
討
が
必
要
。

問　

発
達
ル
ー
ム
に
継
続
し
た
人

員
体
制
を
。

保
健
福
祉
部
長　

２
人
の
職
員
が

辞
め
て
い
る
。
嘱
託
職
員
や
任
期

付
き
採
用
職
員
が
適
当
と
考
え
る
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
保
育
や
支
援

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
市
が
き
ち

ん
と
方
針
を
持
つ
べ
き
。

や
要
望
、
将
来
へ
の
期
待
を
調
査

し
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
市
民
の
声

は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
。

市
長　

必
要
な
も
の
で
あ
り
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
計
画
策
定
に
生

か
し
て
い
く
。

問　

選
挙
公
約
で
は
「
経
済
施
策

の
充
実
」
で
財
政
を
再
建
し
雇
用

の
拡
大
に
つ
な
ぐ
と
訴
え
た
。
施

政
方
針
で
は
「
新
し
い
産
業
の
創

出
と
地
場
企
業
の
支
援
・
育
成
を

図
る
」
と
し
て
い
る
、「
新
し
い
産

業
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

そ
の
産
業
を
育
て
る
背
景
は
。

市
長　

新
設
す
る
商
工
政
策
課
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
で
ど

の
よ
う
な
産
業
を
興
す
か
、
誘
致

す
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

公
約
や
施
政
方
針
に
示
し
て

い
る
が
、
具
体
化
は
今
後
検
討
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

子どもたちのための保育、子育て支援を

不
正
常
な
状
態
の
総
合
振
興
計
画
策
定
ど
う
進
め
る

（
答
）
平
成
23
年
度
に
策
定
予
定
だ
が
詳
細
は
未
定

子
ど
も
に
直
接
届
く
、
き
め
細
か
な
支
援
に

（
答
）
国
の
基
準
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
行
う

平成 23年３月で終了する計画書

田中　英輔
（山海会）

倉掛　小竹
（山海会）
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◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

問　

ま
ち
づ
く
り
の
最
上
位
の
計

画
「
第
４
次
総
合
振
興
計
画
」
の

策
定
が
見
送
ら
れ
た
影
響
は
。

市
長　

各
個
別
計
画
に
基
づ
い
て

予
算
に
反
映
。
影
響
は
な
い
。

問　

施
政
方
針
か
ら
市
長
の
思
い

が
伝
わ
ら
な
い
。
重
要
施
策
は
。

市
長　

新
し
い
産
業
の
創
出
、
雇

用
の
拡
大
。
経
済
政
策
の
充
実
。

問　

市
長
の
描
く
市
民
幸
福
度
の

高
い
ま
ち
づ
く
り
と
は
。

市
長　

き
め
細
や
か
な
福
祉
の
充

実
と
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
。

問　

政
策
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
組
織
機
構
を
見

直
す
と
あ
る
。
政
策
課
題
と
は
。

市
長　

地
域
活
性
化
。
商
工
政
策

課
を
立
ち
上
げ
力
を
い
れ
る
。

問　

具
体
的
な
構
想
は
。

市
長　

環
境
関
連
の
企
業
誘
致
、

特
産
品
の
開
発
、
観
光
案
内
所
。

問　

地
産
地
消
、
米
の
消
費
拡
大
、

新
規
需
要
米
の
作
付
で
所
得
向
上

な
ど
の
効
果
も
期
待
で
き
る
特
産

品
と
し
て
、
米
粉
の
加
工
品
の
開

発
は
。
ま
た
、
製
粉
機
購
入
や
米

粉
の
製
粉
工
場
の
誘
致
は
。

市
長　

Ｊ
Ａ
、
コ
ス
モ
ス
広
場
等

問　

人
権
問
題
、
部
落
問
題
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

人
は
、
生
存
と
自
由
を
確

保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
幸
福
を
追
求
す

る
権
利
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
れ

を
侵
害
さ
れ
る
時
に
人
権
問
題
が

発
生
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

部
落
問
題
は
、
日
本
社
会
の
歴

史
発
展
の
過
程
で
制
定
さ
れ
た
身

分
階
層
差
別
に
よ
り
国
民
の
一
部

の
人
が
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文

化
的
に
低
位
に
お
か
れ
、
今
な
お

著
し
く
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ

て
い
る
。
市
民
権
利
と
自
由
を
完

全
に
保
証
さ
れ
ず
、
深
刻
か
つ
重

大
な
人
権
問
題
で
あ
る
と
い
う
認

識
を
し
て
い
る
。

問　

古
賀
市
が
行
っ
た
人
権
意
識

調
査
で
の
課
題
の
解
決
策
は
。

市
長　

今
後
も
人
権
教
育
、
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
部
長　

意
識
を
踏
ま
え
た
実

施
計
画
を
作
成
し
、
年
代
的
に
広

が
る
よ
う
計
画
し
、
充
実
し
た
啓

発
に
努
め
る
。

問　

部
落
差
別
、
人
権
問
題
の
解

決
へ
の
考
え
は
。

副
市
長　

差
別
事
件
に
触
れ
る
度

に
、
大
変
悲
し
い
思
い
や
悔
し
い

思
い
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
差

別
事
件
を
早
期
に
解
決
す
る
こ
と

が
行
政
の
責
務
。
啓
発
活
動
に
取

り
組
む
。

市
長　

今
後
も
差
別
の
な
い
明
る

い
古
賀
市
と
す
る
た
め
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
の
成
果
を
損
な
う
こ

と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
が
確
立

さ
れ
る
よ
う
さ
ら
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

部
落
問
題
、
人
権
問
題
を
ど

う
解
決
し
て
い
く
の
か
は
大
事
な

こ
と
だ
。
市
長
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

や
隣
保
館
な
ど
へ
で
か
け
、
実
態

を
把
握
し
な
が
ら
勉
強
す
べ
き
だ
。

ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問　

学
校
給
食
の
米
粉
パ
ン
は
２

カ
月
に
３
回
。
ふ
や
し
て
ほ
し
い
。

教
育
長　

価
格
に
よ
り
可
能
に
。

問　

健
康
は
重
要
課
題
。
検
診
、食
、

運
動
で
一
体
。
健
康
づ
く
り
課
の

名
称
変
更
に
は
疑
問
。

市
長　

保
健
指
導
業
務
を
強
化
。

予
防
健
診
課
と
す
る
。

副
市
長　

市
民
か
ら
わ
か
り
に
く

い
と
の
声
が
出
る
こ
と
が
予
想
で

き
る
が
周
知
徹
底
さ
せ
る
。

問　
「
障
が
い
者
高
齢
者
と
共
に
生

き
る
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
の
ク
ロ
ス

パ
ル
こ
が
も
、
健
康
づ
く
り
課
か

ら
教
育
部
に
戻
る
こ
と
は
残
念
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
で

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を

保
健
福
祉
部
長　

ゆ
い
券
の
利
活

用
も
含
め
、
検
討
す
る
。

寒い中での人権ミニコンサート（12月３日）

◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

健
康
づ
く
り
は
、
重
要
課
題
で
は
課
名
変
更
に
疑
問

（
答
）
保
健
指
導
業
務
を
強
化
。
予
防
健
診
課
と
す
る

古
賀
市
の
人
権
施
策
は

（
答
）
総
合
行
政
で
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組
む

市民にわかりやすい課名を

三好　貴一
（山海会）

芝尾　郁恵
（公明党）
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市
長
の
陣
頭
指
揮
で
震
災
支
援
を

問　

被
災
地
へ
の
救
援
物
資
、
職

員
応
援
、
住
宅
確
保
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
市
長
が
積
極
的
に
指
示
し
市

民
に
き
め
細
か
い
発
信
を
。

市
長　

対
応
し
て
い
く
つ
も
り
。

問　

市
長
を
本
部
長
と
す
る
大
震

災
支
援
対
策
本
部
の
設
置
を
。

副
市
長　

庁
議
で
決
定
し
て
い
る

の
で
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。（
４

月
１
日
に
設
置
さ
れ
た
。）

問　

市
長
は
、
意
欲
的
に
市
長
の

仕
事
に
専
念
し
、
陣
頭
指
揮
を
と

る
べ
き
だ
。

ど
う
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

問　

市
町
村
は
議
会
の
議
決
を
経

て
定
め
た
基
本
構
想
に
即
し
て
事

務
を
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。

市
長　

市
町
村
の
判
断
に
任
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
基
本
構
想
が
存
在

し
な
い
期
間
が
生
じ
る
こ
と
は
い

い
こ
と
で
は
な
い
。

問　

平
成
23
年
度
中
に
策
定
す
る

な
ら
12
月
議
会
に
上
程
。
原
案
の

見
直
し
は
４
、５
月
し
か
な
い
が
大

丈
夫
か
。

市
長　

早
急
に
検
討
し
た
い
。

問　
「
市
政
一
新
」
は
何
を
目
指
し

た
も
の
か
。

市
長　

長
期
中
村
市
政
へ
の
批
判

が
あ
り
、
新
人
と
し
て
新
し
い
風

を
送
り
込
み
た
か
っ
た
。

問　

虚
偽
経
歴
問
題
等
で
警
察
の

事
情
聴
取
も
あ
る
。
自
信
や
意
欲

を
持
っ
て
市
政
運
営
に
当
た
れ
る

環
境
、
心
境
に
あ
る
の
か
。

市
長　

そ
の
環
境
に
あ
る
。

問　

虚
偽
経
歴
、
摂
理
問
題
に
明

確
な
説
明
は
な
い
。
古
賀
市
の
面

目
は
損
な
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
が
、

信
頼
、
信
用
を
取
り
戻
す
た
め
に

ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
た
か
。

市
長　

こ
の
状
況
で
も
頑
張
っ
て

欲
し
い
と
の
声
が
あ
り
、
そ
の
思

い
に
応
え
る
。

問　

摂
理
記
事
に
つ
い
て
、
告
発

す
る
と
泥
仕
合
に
な
り
得
策
で
な

い
と
発
言
し
た
が
。

市
長　

私
自
身
が
告
発
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
泥
仕
合
に
な
る
。

問　

先
日
の
卒
業
式
に
出
席
は
。

市
長　

出
席
し
て
い
な
い
。

問　

欠
席
は
異
例
。
何
故
か
。

副
市
長　

い
ろ
ん
な
批
判
が
あ
り
、

心
な
い
批
判
も
あ
る
。
協
議
の
結

果
、
出
席
を
見
送
る
こ
と
に
し
た
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
書
か
れ
た
清
掃

工
場
負
担
金
削
減
額
に
つ
い
て

組
合
が
処
置
す
る
こ
と
で
答
弁
し

な
い

問　

清
掃
工
場
で
様
々
な
改
善
努

力
を
し
て
い
る
が
負
担
金
軽
減
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
感
想
は
。

市
長　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た

通
り
あ
ら
ゆ
る
検
討
を
す
る
。

問　

任
期
４
年
間
で
の
負
担
金
軽

減
に
言
及
。
議
論
開
始
の
時
期
は
。

市
長　

本
来
、
玄
界
環
境
組
合
の

責
任
と
権
限
で
検
討
す
る
こ
と
で

あ
り
、
答
弁
は
避
け
た
い
。

問　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
書
い
た
こ

と
を
答
弁
で
き
な
い
の
は
お
か
し

い
。
負
担
金
９
億
円
を
い
く
ら
軽

減
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

こ
こ
で
は
答
弁
し
な
い
。

問　

行
政
評
価
、
事
務
事
業
満
足

度
調
査
結
果
も
参
考
に
８
月
ま
で

原
案
を
検
討
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
、
審
議
会
を
経
て
来
年
３
月

議
会
上
程
で
も
い
い
の
で
は
。

市
長　

ご
意
見
と
し
て
承
る
。

問　

計
画
期
間
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

平
成
23
年
度
中
に
議
会
上

程
と
議
決
。
平
成
23
年
度
か
ら
10

年
間
と
考
え
る
。

問　

原
案
を
し
っ
か
り
検
討
す
る

こ
と
、
市
長
の
任
期
で
あ
る
４
年

を
単
位
と
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成

25
年
度
か
ら
12
年
間
と
し
た
ら
ど

う
か
。

市
長　

ご
意
見
と
し
て
承
る
。

問　

無
作
為
抽
出
で
市
民
委
員
を

選
任
し
、
幅
広
く
意
見
を
反
映
さ

せ
た
ら
ど
う
か
。

市
長　

検
討
す
る
。

古賀市も資源循環型都市へ
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15.1%
14.0%
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0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

自
然
環
境

快
適
便
利

健
康
福
祉

安
全
･安
心

子
育
て
支
援

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

産
業
都
市

物
流
拠
点

ス
ポ
ー
ツ

人
権
都
市

学
園
研
究

文
化
芸
術

観
光
都
市

国
際
交
流

市民が望む古賀市の将来像 
１位 自然環境都市 
２位 快適便利都市 
３位 健康福祉都市 
４位 安全・安心都市 
５位 子育て支援都市 

（独自に実施したアンケート結果。
　回答570件）  

東
日
本
大
震
災
支
援
対
策
本
部
の
設
置
を

（
答
）
庁
議
で
決
定
す
る
の
で
設
置
の
必
要
な
い

虚
偽
問
題
等
で
市
政
一
新
と
言
え
る
ス
タ
ー
ト
か

（
答
）
迷
惑
を
か
け
た
が
何
ら
問
題
は
な
い

市民が望む古賀市の将来都市像を

前野　早月
（希来里）

奴間　健司
（希来里）
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※ 

次
回
会
期
日
程
は
、
市
議
会
議
員
選
挙
後
に
、
決
定
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎ 

本
会
議
で
の
す
べ
て
の
質
疑
・
討
論
の
記
録
は
「
議
会
会
議
録
」

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

会
議
録
は
、
市
立
図
書
館
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

◎ 

議
会
の
本
会
議
、
各
委
員
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
傍
聴
し
て
下
さ
い
。（
本
会
議
の
傍
聴
席
は
46
席
、
委
員
会
傍

聴
席
は
原
則
５
席
で
す
）

市民から見える議会に！
市民から親しまれる議会だよりをめざして、

議会報発行マニュアルを作成！
　「こが市議会だより」は今号で55号となります。

　平成9年、古賀町が古賀市となった市制施行の年

に、記念すべき第１号を発行しました。

　それまでは、議会報告を議会事務局職員が1ペー

ジにまとめ「広報こがまち」に掲載していましたが、

議会改革の一環として「議会だより」を発行しよう

という動きが始まり、平成9年から「議会だより発

行検討委員会」を発足させ、平成11年には「議会

報編集特別委員会」として設置を決定しました。

　職員任せにせず、議員みずから編集に当たる編集

方針や、議案の賛否を議員ごとに一覧にするなど、

画期的な紙面が全国的に評価されています。

　平成21年、議長から今期の編集委員会に、編集

委員が持っているノウハウの蓄積と、今後の委員会

への継承のために、基本的編集方針や発行マニュア

ルを明文化するよう課題を受け、２年をかけて編集

委員一丸となり、マニュアルを作成いたしました。

　議会改選のたびに編集委員の顔ぶれは変わります

が、市民の皆さんから見える議会、より一層親しま

れる紙面となるよう、この方針とマニュアルが今後

の議会だよりに活かされることを願っています。

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
の

常
任
委
員
会
化
、
否
決
さ
れ
る

　

こ
れ
ま
で
、
特
別
委
員
会
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
「
古
賀

市
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
」
を

常
任
委
員
会
と
す
る
条
例
改
正
案

で
す
。

　

昨
今
、
議
会
の
透
明
性
や
説
明

責
任
を
求
め
る
市
民
の
声
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
会

の
仕
組
み
や
活
動
内
容
、
ま
た
審

議
過
程
や
結
果
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
市
民
に
広
報
す
る
役
割
は
、

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
の
地
方
自
治
法
の

改
正
に
よ
り
、
議
員
が
複
数
の
常

任
委
員
会
に
所
属
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
の
独
自

の
取
り
組
み
で
あ
る
広
報
、
広
聴

を
担
う
「
議
会
広
報
常
任
委
員
会
」

を
設
置
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

委
員
会
の
総
意
で
議
会
に
議
員

提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
議
会
に

お
い
て
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

訂
正
と
お
詫
び

　

54
号
３
ペ
ー
ジ
の
「
花
き
農

業
振
興
事
業
」
記
事
中
の
、
一

日
あ
た
り
６
４
０
０
円
は
、「
観

光
案
内
所
運
営
事
業
」
の
一
日

あ
た
り
の
人
件
費
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま

す
。

編集委員長から議長に手渡される「議会だより発行マニュアル」（平成23年 2月 24日）
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平
成
19
年
に
廃
線
と
な
っ
た
西

鉄
宮
地
岳
線
跡
地
（
新
宮
駅
〜
旧

津
屋
崎
駅
間
）
を
公
共
的
利
用
と

す
る
た
め
に
、
古
賀
市
が
福
津
市
・

新
宮
町
に
働
き
か
け
、「（
仮
称
）

宮
地
岳
線
跡
地
利
用
促
進
協
議
会
」

を
設
置
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
た

請
願
で
す
。

　

こ
の
跡
地
利
用
を
巡
っ
て
は
、

地
域
住
民
が
中
心
と
な
り
「
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
福
岡
都

市
圏
北
東
部
地
域
の
活
性
化
」
の

た
め
の
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
西
鉄
に
よ
る
売
却
も
継
続

さ
れ
て
お
り
、
古
賀
市
が
積
極
的

に
働
き
か
け
る
必
要
が
急
が
れ
る

た
め
、
こ
の
請
願
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
務
委
員
会
に
付
託
し
賛
成
全

員
で
可
決
し
ま
し
た
。

請
願
者　

宮
地
岳
線
跡
地
に
緑
道

公
園
を
つ
く
る
会会

長　

片か
た
や
ま山　

高た
か
あ
き明

宮
地
岳
線
の
公
共
利
用
を
求
め
る

会
会
長 

加か
と
う藤　

仁ひ
と
み美

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

に
ぎ
わ
い
ド
ォ
ー
ッ

ト
・
コ
ム
福
津
地
区
宮
地
岳
線
跡

地
公
共
利
用
部
会

理
事
長　

古こ
は
ら原　

拓た
く
じ治

紹
介
議
員　

黒
木
淳
、
三
好
貴
一

浜
大
塚
線
の
鹿
部
Ｊ
Ｒ
踏
切
立
体

交
差
工
事
を
考
え
る
住
民
の
会

代
表　

中な
か
し
ま島　

靖や
す
お夫

陳
情
者　

東
あ
ず
ま　

節せ
つ
お生

請　

願　

書

23
年
請
願
１

宮
地
岳
線
跡
地
全
線
（
新
宮
駅

〜
旧
津
屋
崎
駅
）
の
公
共
利
用

に
関
す
る
請
願

審議結果議　　　　　　　　　　案議案号数

第 1 ～ 2 号
第  3  号
第  4  号
第  5  号
第  6  号
第  7  号
第  8  号
第  9  号
第  1 0  号
第  1 1  号
第  1 2  号
第  1 3  号
第  1 4  号
第  1 5  号
第  1 6  号
第  1 7  号
第  1 8  号
第  1 9  号
第  2 0  号
第  2 1  号
第  2 2  号
第  2 3  号
23 年請願１
第  2 4  号
第  2 5  号

承 認
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
採 択
原 案 否 決
原 案 可 決

専決処分について（訴えの提起）
古賀市部設置条例及び古賀市青少年総合センター条例の一部改正
古賀市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正
古賀市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
古賀市介護保険条例の一部改正
平成 23年度古賀市一般会計予算
平成 23年度古賀市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成 23年度古賀市国民健康保険特別会計予算
平成 23年度古賀市後期高齢者医療特別会計予算
平成 23年度古賀市介護保険特別会計予算
平成 23年度古賀市公共下水道事業特別会計予算
平成 23年度古賀市農業集落排水事業特別会計予算
平成 23年度古賀市水道事業会計予算
平成 22年度古賀市一般会計補正予算（第５号）
平成 22年度古賀市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）
平成 22年度古賀市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
平成 22年度古賀市老人保健特別会計補正予算（第 3号）
平成 22 年度古賀市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3号）
平成 22 年度古賀市介護保険特別会計補正予算（第 3号）
平成 22 年度古賀市公共下水道事業特別会計補正予算（第 3号）
平成 22 年度古賀市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 3号）
平成 22 年度古賀市水道事業会計補正予算（第 3号）
宮地岳線跡地全線（新宮駅～旧津屋崎駅）の公共利用に関する請願
古賀市議会委員会条例の一部改正
平成 22年度古賀市一般会計補正予算（第 6号）

第１回定例会（３月議会）で審議した議案の結果

賛成：反対
19： 0
17： 2
19： 0
19： 0
19： 0
18： 1
19： 0
18： 1
14： 5
17： 2
19： 0
19： 0
18： 1
18： 0
18： 0
18： 0
18： 0
18： 0
18： 0
18： 0
18： 0
18： 0
19： 0
9：10
19： 0

　長年、議会事務局で活躍して下さ

った職員お二人が、３月をもって退

職されました。

　豊富な知識と経験で議会運営、議

員活動をバックアップしていただき

ました事務局長の阿部茂典さん。丁

寧な仕事と心配りで議会をサポート

していただきました嘱託職員の多田

由紀枝さん。お二人に感謝し、議員

一同から花束を贈呈しました。

　今後のご活躍をお祈りいたします。

陳　

情

「
浜
大
塚
線
の
鹿
部
Ｊ
Ｒ
踏
切
立

体
交
差
工
事
」
の
工
法
を
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
案
に
変
更
を
お
願
い

す
る
陳
情
書

呼
称
変
更
に
関
す
る
件

収
税
課
↓
債
権
管
理
課

お疲れ様でした

会期：平成 23年 2月 28 日～ 3月 23 日）
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議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長　

奴
間 　

健
司

副
委
員
長　

内
場 　

恭
子

委　
　

員　

芝
尾 　

郁
恵

　

〃　
　
　

舩
越 　

義
彰

　

〃　
　
　

倉
掛 　

小
竹

　

〃　
　
　

姉
川 

さ
つ
き

　

第
一
回
定
例
会
は
１
０
８
人
の
市
民
が
傍
聴
さ
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

頑張った発表会

　

あ
っ
と
い
う
間
の
よ
う
な
、

長
い
道
の
り
だ
っ
た
よ
う
な
４

年
間
の
編
集
委
員
で
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
39
号
か
ら
55

号
迄
の
市
議
会
だ
よ
り
の
確
か

な
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
紙
の
写
真
一
枚
を
と
っ
て

も
、
市
民
の
方
か
ら
叱
ら
れ
た

こ
と
や
喜
ん
で
頂
い
た
こ
と
。

数
字
の
ミ
ス
を
指
摘
し
て
頂
き
、

委
員
全
員
で
落
ち
込
ん
だ
り･･･

と
、
沢
山
の
思
い
出
が
よ
み
が

え
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
一
期
目
議
員
に

と
っ
て
は
良
き
学
び
の
場
に

な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
こ

の
６
人
で
お
届
け
す
る
の
は
、

こ
の
号
が
最
後
で
す
。
メ
ン
バ
ー

は
変
わ
っ
て
も
、
議
会
報
委
員

会
は
、
常
に
前
進
し
、
必
要
な

情
報
を
あ
り
の
ま
ま
に
今
後
も

伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

４
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
新
メ
ン
バ
ー
の
議
会
報
に

も
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
下

さ
い
。 

姉
川
さ
つ
き

編
集
後
記

20

市民活動紹介
ボランティア
訪　問

こんにちは！お邪魔しま～す。
市民登場

布絵本「つくしんぼ」の皆さん
　

３
月
18
日
、
布
絵
本
製
作
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
つ
く
し
ん
ぼ
」（
会
長
・

池い
け

田だ

頼よ
り

子こ

さ
ん
、
会
員
18
人
）
の

月
2
回
行
わ
れ
て
い
る
作
業
日
に

訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
市
立
図
書
館
の
依

頼
を
受
け
、
布
で
季
節
を
表
し
た

カ
レ
ン
ダ
ー
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、

布
絵
本
の
製
作
を
し
て
い
ま
す
。

　

県
立
図
書
館
布
絵
本
の
会
「
ゆ

ず
り
は
」
や
、
新
宮
図
書
館
布
絵

本
の
会
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」、
市
内

「
あ
す
な
ろ
文
庫
」、
養
成
講
座
に

参
加
し
た
人
が
集
ま
り
、
平
成
21

年
７
月
３
日
に
発
足
。
年
３
冊
か

ら
４
冊
の
ペ
ー
ス
で
製
作
し
、
現

在
10
冊
の
作
品
が
市
立
図
書
館
の

こ
が
め
ル
ー
ム
の
前
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。

　

作
品
に
は
手
作
り
の
温
か
さ
と

細
や
か
さ
、
色
彩
の
美
し
さ
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ご
や
か
に
作
業
を
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
が
、
気
を
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
、「
全
員
の
縫
い
目
が
き
れ

い
に
揃
う
こ
と
。」
と
良
い
も
の
を

作
る
努
力
を
し
て
あ
り
ま
す
。

　

「
古
賀
市
の
自
然
や
、
名
所
、
特

産
物
を
あ
ら
わ
し
た
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
や
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
布
絵
本

を
作
り
た
い
。」
と
今
後
の
夢
を
熱

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
立
図
書
館
に
行
か
れ
た
ら
、

「
つ
く
し
ん
ぼ
」
の
皆
さ
ん
が
心
を

込
め
て
作
ら
れ
た
布
絵
本
を
、
ぜ

ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　震災後すぐに始まった
義援金募金活動。
　社会福祉協議会、市職
員、市内中高生が各地で
活動しています。
　ご協力をお願いします。

表紙のことば

色鮮やかでかわいい作品の数々

布
絵
本
�
つ
く
し
ん
ぼ
�

手
作
り
の
温
か
さ
を
届
け
て


